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本音で共創する組織・チームづくりに

挑戦する皆様へ

このBOOKは、

「新しい価値」を創り出すための「本音で共創」する組織・チームづくりに向けて

みんなで、自分事として挑戦していくためのものです。

2022年のBOOK＃１発行以降、

わたしたちは、多くの職場や組織におけるヒーブのチャレンジをたくさん見聞きしました。

こうした挑戦するヒーブたちの実践例や知見を集め、

より多くの方に「本音で共創」する組織・チームづくりに取り組んでいただけるように

BOOK＃２へと進化させました。

このBOOKが、企業と社会の新たな発展の礎の一つとなることを願います。
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「生活者と企業の双方を理解することで、人々に新しい価値を創造・提供して、社会の持続可能な

発展に寄与していこう」。

1978年、日本ヒーブ協議会は、企業に勤める一人の女性の、こうした呼びかけで始まりました。

そして今、「誰もが自分らしさを発揮して混じりあい 生活者視点の価値を生みだす社会」の実現を

めざし、会員である私たちヒーブはそれぞれの仕事の中で、「生活者と新しい価値を共に創る」、「進

化する幸せ組織の起点となる」という2つの役割を担おうとしています。

生活者視点の「新しい価値」を生みだしていきたい。

「新しい価値」は多様な価値観を理解しあうことから。

プロローグ -1-

＊日本ヒーブ協議会については

P53・54をご覧ください。

所属する会員を「ヒーブ」と呼んでいます。
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では、目標とする「新しい価値」とはどのようなもので、どのように生

まれてくるのでしょうか。

私たちは、その人らしい暮らしや、一人ひとりの個性が尊重される

社会の実現への貢献こそが、「新しい価値」であり、様々な価値観

が混じりあい、たまにはぶつかりあい、理解しあうことを通じて生まれ

てくるのだと考えました。



質のよい対話を行うにためは、遠慮なく自身の意見を伝えられるよう、心理的安全性が確保された

場において、本質を見失わずに本音で話すことが重要ですが、実際に進めるのはなかなか困難を伴

います。

しかし、ヒーブの女性たちは諦めずに、日々の仕事の中で考えて、挑戦と実践を続けています。

こうした実体験や知恵を集め広く社会に共有するのは、一層チャレンジを促し、多くの方の役に立つ

と考えてこのBOOKをつくりました。

振り返ってみると、日本はこの30年の間、「新しい価値」の創造に世界から遅れをとり、その結果、

世界の時価総額ランキングの50位に入っているのは2022年時点でトヨタ自動車のみです。1989年

（平成元年）には10位までを、ほぼ日本企業が独占していました。

過去の成功体験や考え方に固執するあまり、異なる価値観との対話を避け、内向きになり、新しい

多様なチャレンジを阻止してきたことが、不祥事が繰り返され、クリエイティビティや生産性を損なう要

因の一つになったと言えるのではないでしょうか。

そして、不確実性の高い現代にあっては、ますます「対話」が重要になってくるでしょう。

異なる価値による「対話」がチャレンジを生みだす。

このBOOKで「新しい価値」に向けて、挑戦と実践を共に続けよう。

異なる価値の対話から生まれる「新しい価値」へ ！

プロローグ -2-
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組織・チームの一人である、あなたからはじまるチャレンジBOOKです。

第1章の基本編は、「本音で共創」ステップによる心構え

「新しい価値」を生みだすための対話の重要性、そのための場づくりに向けた基本的な技術や

心のあり方を、「本音で共創」ステップとしてまとめました。

最終章の「チャレンジ編」は、あなたから始まります

「本音で共創」ステップを、自身はもちろん組織やチー

ムと共に実践しやすくするために、ヒーブの知見をもと

にした「本音で共創ステップ チェックシート」をつくり、

加えました。

まわりの人や組織・チームとともに本シートを使い、多

様性を大切にした「本音で共創」できる組織へのチャ

レンジを進めましょう！

How To 『進化する実践BOOK』

第2章の実践編は、「本音で共創」ステップ別の具体的な実践事例を紹介

ヒーブたちが日々の仕事の中で「本音で共創」ステップ

を実践する際に「大切にしていること」や「工夫している」

「心がけている」「チャレンジしている」実践例を集めました。
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P2 ごあいさつ ｜本音で共創する組織・チームづくりに挑戦する皆様へ

P3-4 プロローグ 1・2

P5 How To 『進化する実践BOOK』

contents

第1章 基本編＜2＞

「新しい価値」を創るための「本音で共創」ステップ

第2章実践編

「本音で共創」を実践しよう
各ステップのチャレンジ事例を紹介します

ステップ1・2・3を生みだすキーワード&チャレンジ事例

第3章 チャレンジ編

やってみたい！を見つける

「本音で共創ステップ チェックシート」

第1章 基本編＜1＞
7

異なる価値との対話が「新しい価値」を創る
『進化する実践BOOK』がめざす社会 / 不確実な時代にこそ「対話」を

私たちの社内で起こっている残念な出来事 / 組織・チームに投げかける「あるある習慣カルタ」

P45・ P47 エピローグ／データ編

P53 日本ヒーブ協議会について

13

21

35
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3つのステップで、新しい価値を創造しよう！

【ステップ１】 安心をつくる ～安心して発言したくなる場をつくる

【ステップ２】 本音で対話する～本音で語り、多様な意見を取り入れる

【ステップ３】 本質を追求する～多面的に検討し、本質的な新しい価値を見いだす

生活者視点の価値を生みだす社会へ 進化する実践BOOK #2

「新しい価値を創る」ことをめざした３段階のステップ



異なる価値との対話が

「新しい価値」を創る

企業と社会に必要な「新しい価値」を創るためには

異なる価値観を持つ人との対話が重要です。

今、私たちが直面している現実はどうでしょう。

そしてあなた自身

挑戦に本気ですか。

第1章基本編＜1＞
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「新しい価値」を生みだす。

そのためにまずは「本音で共創」する組織・チームづくりが重要です。

そしてそれは、異なる価値との対話によって始まります。

「誰もが自分らしさを発揮して混じりあい

生活者視点の価値を生みだす社会」をめざして。

異なる価値との対話が「新しい価値」を創る基本編

『進化する実践BOOK』がめざす社会
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様々な研究から、価値創造には多様な個人のチームへの参画と、その力を最大限に引き出すチーム

づくりが鍵であることが明らかになってきました。

こうした組織全体の力の高さは、企業価値の向上に直結します。

多様な知識や経験を持つ個人が集まるチームは、対応力が高い

多様性が確保されていると、多角的な見方を提供し、

新たなリスクや急激な環境変化に対応して進化する組織能力が高い。

個の力を最大限に引き出すチームは、安心して共創的に学び&進化
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異なる価値との対話が「新しい価値」を創る基本編

不確実な時代にこそ「対話」を
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「話が長いと困りますか？」ể

「さらに溝は深まった・・・」Ễ

実際に起こっている私たちが直面する現実は、対話を阻み、新しい価値創造を阻む環境ではあり

ませんか？ ヒーブたちの実体験から、４つの残念なシーンを紹介します。

ṕ Ṗּצ ︡ ḭ
ṡ ḴṢṡ Ṣ ︡ḭ

Ḯ
︡ ṡּך ṇḭ ךּ︡ צּקּ
︡ ḵṢ ךּ צּ ḭ ṡ
צּ שּ ṌṢ ḵ

ḭṡוֹ ṇ
ṇ Ṣ ︡ ︣ḵ ḭ Ḯ
ṡ ḭ ḴṢṡ ︡ שּ
ӸӸӸṢךּ Ḯṡ צּ

פּ ︡ ︡ Ṣ ḵ
אל ӸӸӸḮשּ

私たちの社内で起こっている残念な出来事

異なる価値との対話が「新しい価値」を創る基本編
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「そして誰も言わなくなった」
3

私たちの社内で起こっている残念な出来事

異なる価値との対話が「新しい価値」を創る基本編
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4 「わきまえてなくてスミマセン 」

言われたことを素直に受け取って、行動や発言をしてみたところ、こんな結果に・・・。

皆さんの周りでも、こんな事例がありませんか⁉
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組織・チームに投げかける「あるある習慣カルタ」

異なる価値との対話が「新しい価値」を創る基本編
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「新しい価値」を創るための

「本音で共創」ステップ

私たちは「新しい価値」を創る組織をめざし

理論から学び、自分事としてチャレンジし、実践を重ねてきました。

それをどの組織・チームにも役立てていただきたいという思いで

集約した内容。それが

「本音で共創」ステップです。

第1章基本編＜2＞
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【ステップ１】 安心をつくる

【ステップ２】 本音で対話する

【ステップ３】 本質を追求する

「新しい価値」を創ることをめざしたチャレンジと学びを踏まえて、３段階の「本音で共創」ステップに

まとめました。これらのステップを小手先のテクニックとしてとらえるのではなく、本気で考え方や姿勢を

変えたいと思いながら踏んでいくことが重要になります。

3つのステップで、新しい価値を創造しよう！

「新しい価値」を創るための「本音で共創」ステップ基本編
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自由に発言できない・・・。そんなチームは「新しい価値」を創る機会を大きく損失し

ています。成果を上げるチームの最も重要な要素は「心理的安全性」。

誰もが自分らしくいることができ、安心して自分の考えを発言できる場は、「本音で

共創」ステップの大事な土台です。簡単なようですが、難しい課題になるとついつい

眉間にシワが・・・という状況に陥りがち。

いつでも「安心して発言したくなる場」に戻すことができる姿勢と実践力が重要です。

「新しい価値」を創るための「本音で共創」ステップの

１段目は、「安心をつくる」です。

【ステップ１】の５要素

威圧的な態度をとらない

不機嫌な顔をしない

評価や否定をしない

同調圧力をかけない

場を明るくする

発言を抑えるような態度での不安を除去する

攻撃される不安、不活性な場への不安を除去する

無知レッテル、無能レッテルの不安を除去する

否定者レッテル、邪魔者レッテルの不安を除去する

ポジティブにみんなが話したくなるような場づくりをする

1
2
3
4
5

【ステップ１】 安心をつくる ～安心して発言したくなる場をつくる

「新しい価値」を創るための「本音で共創」ステップ基本編
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「新しい価値」を創るための「本音で共創」ステップの

２段目は、「本音で対話する」です。

【ステップ２】の５要素

多様な意見を歓迎する

他者を尊重する

他者の意見を傾聴する

他責発言をしない

立場に左右されない

結論を急がずに多様な意見を肯定的に受け入れる

役割や機能としてではなく、人間として尊重する

耳・目・心を傾け、共感と関心を持って真摯な態度で聴く

全員が人のせいにせず、責任を持って考える

発言者の立場にとらわれず、意見として客観的に受け止める

1
2
3
4
5

新しい価値を生むには、互いに尊重しあう中で本音で語り、多様な意見を場に出し

「なぜそう考えるのか」を深く理解しあう「対話」が大事です。

誰かへの「忖度（そんたく）」や互いが主張し、折衷案で折り合いをつけるような話

し合いとは異なり、「対話」の目的は、そこにある「意味」を共有することにあります。

重要なのは、自分を知り、自分の頭で考えると同時に、異なる意見を歓迎し、共に

学ぼうとする姿勢を持ち続け、実践を重ねていくことです。

「新しい価値」を創るための「本音で共創」ステップ基本編

【ステップ２】本音で対話する～本音で語り、多様な意見を取り入れる
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「本質を追求する」ことは「新しい価値を創る」ための「キモ」になります。

ちょっと難しいと感じる人もいるかもしれませんが、仲間と一緒にチャレンジしてみま

せんか。

ここまでのステップ１・２で、「安心」して「本音で対話」できる組織・チームになって

いれば、お互いを信頼し、情熱とワクワクした気持ちを持ち続けながら、きっとやり

きることができるでしょう。詳しいアドバイスもP18・19に掲載しています。

「新しい価値」を創るための「本音で共創」ステップの

３段目は、「本質を追求する」です。

【ステップ３】の６要素

パーパスを意識する

本質を考える

異なった視点から見直す

組織の志や、そもそもの目的を共有し

常に意識を向ける（P18）

前提や思い込みを外し、真の要因まで深めて

本質的なものを掴み取る（P18）

異なった視点や健全な衝突を歓迎し

多面的に検討する（P19）

正解のない問題にも、挑戦から学び

進化しようという姿勢を持つ（P19）

生活者視点・社会的な視点を常に持ち、

信念を持って新しい価値に繋げる（P19）

価値を生むことに情熱を持ち、

互いの信頼を育み、わくわくやりきる（P19）

1
2
3

4
5
6

「新しい価値」を創るための「本音で共創」ステップ基本編

～多面的に検討し、本質的な新しい価値を見いだす【ステップ３】本質を追求する

挑戦から学ぶ

社会的な価値をめざす

本気でやりきる
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1 パーパスを意識する

本質を追求するための6つの要素の具体的なアドバイスを記しています。

ぜひ一歩を踏み出してみましょう！

組織の志や、そもそもの目的を共有し

常に意識を向ける
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2 本質を考える
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前提や思い込みを外し、真の要因まで深めて

本質的なものを掴み取る
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「新しい価値」を創るための「本音で共創」ステップ基本編

～多面的に検討し、本質的な新しい価値を見いだす【ステップ３】本質を追求する
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3 異なった視点から見直す 4 挑戦から学ぶ

ךּ צּ אלשּ טּ
︣Ḯ צּ פּ פּךּ ḭ

5 社会的な価値をめざす 6 本気でやりきる

異なった視点や健全な衝突を歓迎し

多面的に検討する

正解のない問題にも、挑戦から学び

進化しようという姿勢を持つ

צּ ︠ ḭךּטּ
︣ כֿ צּ ךּ︡ ︣Ḯ

צּ ḭ ︡ ךּ ḭ ￼
︡ḭ פּכֿ ḭ
ךּ︡ וֹ לּ
לּךּ צּ ︣Ḯ

生活者視点・社会的な視点を常に持ち

信念を持って新しい価値に繋げる

価値を生むことに情熱を持ち、

互いの信頼を育み、わくわくやりきる

ךּ ︣Ḯ
ḭ
בֿ
כḭֿצּ פּ

︣Ḯ

ḭ ךּ

כֿ ḭ לּ
לּךּ צּ ︣Ḯ

「新しい価値」を創るための「本音で共創」ステップ基本編

～多面的に検討し、本質的な新しい価値を見いだす【ステップ３】本質を追求する
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続くは、等身大の事例へ。「実践編」から

ヒントや勇気を得てください。

「本音で共創」ステップは、組織やチームの置かれた状況によって注

力するステップが異なります。例えば、新しい組織やプロジェクトチーム

の場合なら、チームビルディングのためにステップ１「安心をつくる」から

始めて、全員にとっての安心の場を確立していくことが大切です。す

でにステップ２「本音で対話する」ことまでできている組織・チームであ

れば、ステップ３「本質を追求」して、自分たちの組織の志や目標を

深掘りすることで、より高次元の価値創造に結びつけられるでしょう。

組織・チームの状況に合わせて、3つのステップを活用してください。

基本編 まとめ

組織やチームの状況を見極めて、3つのステップをしなやかに行き来してください。

また、ステップ１「安心をつくる」（心理的安全性）は、ステップ２やステップ３の土台となる考え方

ですが、厳しい状況に追い込まれると、つい、ないがしろになってしまうことがあるかもしれません。

どんな時にも、立場に関係なく「安心して発言したくなる場をつくる」意識を持ちましょう。

20本音で共創する組織づくりへの挑戦 進化する実践BOOK



変わるのは、あなた自身です。

「本音で共創」を

実践しよう

ここからは、「本音で共創」するために

たくさんの工夫と失敗を重ねてきたヒーブ一人ひとりの

実体験と知恵がつまったヒント集です。

このヒントから学び、勇気を持って

第2章実践編
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「本音で共創」を生む、

実践のヒントを事例の中から見つけてください。

ヒーブたちが日々の仕事の中で「本音で共創」ステップを実践する際に「大切にしていること」や、

「工夫している」「心がけている」「チャレンジしている」実践例を集めました。

実際の組織やチームの状況を見極め、しなやかに工夫しながらチャレンジしています。

知恵や感じ方は人それぞれで、まだまだ「チャレンジ真っ最中！」という事例もたくさんありますが、

日々奮闘する姿からご自身のヒントを見つけてください。

次ページよりステップごとに紹介します。

「本音で共創」を実践しよう実践編

各ステップのチャレンジ事例を紹介します
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「安心をつくる」の実践で大切にしているキーワード。

みんなの声を集めてみました！

「本音で共創」を実践しよう実践編

【ステップ１】 安心をつくる ～安心して発言したくなる場をつくる

ȒǖƲ ǞǖƲᴇȋǒ
Ȑǒǜ

ⱨ ȆƲ ǋ
ș̟ǏȒ

1.威圧的な態度をとらない

2.不機嫌な顔をしない

3.評価や否定をしない

4.同調圧力をかけない

5.場を明るくする

【ステップ１】の５要素

█șȂǗǠ
ș╠ǔїǠƲȠȢȷɔɪȢȭ
Ǯ̱ ƲȤȧɶɝɱȮȠɁɕ
Ṷ

&ὑǞǱǋב Ҳ
ʴǮ ș ȐǱǋƲ ͔ǞǱǋ
ᵂǋ ȈǱǋƲ ǞǱǋƲלǲflȐǱǋ
▌ǋǞǱǋƲ ǲǱȐǱǋƲ ȆǞǱǋ

ƼȖǔȅǏȒƽǚǯș ȈǱǋ

ǍǱǡǔ
ĝǤǍǧǴ ĞǮƲȅǡ ὑ
ɝɧɶɨɱȮƲɘɶȵɱȮ
ȠȢȱɱȽȭɆ

Ⱳș Ǡ
ǋ ș ǫǘȒ
ǲ șװ ǫ

ᶪ Ǭǖȑ
ɓɧɁɆǱ ɵ ר͜
Ȓǖ ƲṶ ǘ
ȿɡɁɆƲ Ἤ

Ǟ
ǖ ҊƲ Ǡ Ҋ
₳ ǲ Ǡ

Ћᴣ֓қ
ǧǘǮǱǖ ̱ȉ֓қ

Ⱳȉ֓қƲЋᴣǓ
șˆȑїǠ

ר
ѼׄǔƲ ɵȋȒ ș Ǡ
ї Ǳǋ Ƿǒȑ ȀǱǋ

⁫
ẕ ș

ș
ẉ ˗Ʋר Ƕ˲ǤȓǥȓƲὶὦǜ
װ ǮǉȒỡһƲẕ ǒȐȉἶǽỡһ
ẕ ȉ֞ǘ ȈȒỡһș ǢȒ
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ḱ ︣ Ḯ Ṭ ︡ ךּ לּךּ Ḯ

ḱ פּ וֹפּ Ḯ

ḱ פּ נּ Ḯ
נּ ךּךּ
Ḯלּ

ḱ ṡ נּ Ṣ Ḯ ￼ Ḯ
ṡ פּ ḭשּ פּ ￼ Ṣלּ

ḱ שּ ḭ וֹ Ḯ
וֹ Ḯ

ṡּל Ṣשּ￼ ︣Ḯ

ḱ Ḯךּ Ḯשּ

ḱ ḭ ḭ Ḯ

ḱ ︡צּוֹ רּ Ḯךּ

ḱ ḱ Ḯךּ

ミーティングや会議

ḱ Ḯ ︢ ṇ
לּ ︣ Ḯ

ḱ ḭ פּ ︣ Ḯ

ḱ ḭ ︡ ḭ
צּ ︣ לּ ︣ Ḯ

ḱ ḭ ￼ḭ
Ḯשּ

意見を出しやすくする、ちょっとしたルール

職場・チームの雰囲気づくり

＜工夫をしている事例＞

「本音で共創」を実践しよう実践編

【ステップ１】 安心をつくる ～安心して発言したくなる場をつくる
1.威圧的な態度をとらない

2.不機嫌な顔をしない

3.評価や否定をしない

4.同調圧力をかけない

5.場を明るくする

【ステップ１】の５要素
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【ステップ２】本音で対話する ～本音で語り、多様な意見を受け入れる

「本音で共創」を実践しよう実践編

「本音で対話する」の実践で大切にしているキーワード。

みんなの声を集めてみました！

˛
șɨȷɘȭɆ

ẉ ǵ֞ὦר
Authenticity
ͬ Ʋ

̀ ǵᾗ
ɖɩȵɶȱɱɓɨȭɆƲ
˗ Ǔ ǏǷ ȉǤȓǥȓ
Ǔ ǱȒ ǶYes But ǮỒȈȒ
ǲǠȒ ↓șǯȐǱǋ

Ү
ȑǲק ǜȓǱǋ
֚ᾍ Ǯȉ ǮǔȒ
ѨǲᾳǞǱǋ▌ ǜ

ϊ
ǵ șȏǖ ǖƲ ♥ȅǮ ǖ
șǖȆǯȒ
ǱȒ ȉʝ ֞ǘЊȓȒ
ș ǞǦǋǯǋǍỡһș ǢȒ

⁫
ƲⱲǒȐ Ǡ
⁫ ὑ
Ȑǡǲ ǲ Ǡ
ѝǵ Ǔ ǏȒ

ǵ

ϼЊ șǱǖǠ
ǋד ȆșǱǖǠ

ǯ˲ǵўȑѝǘ
ǵ ǮǉǪǭȉ Ⱳǲ ǖ
Ǔ ǪǦǒǮǶǱǖ

̲ș ǪǦǒǓ

ǮǱǖᾍ
ḹǲ ͜Ǳǖ
ȆȚǱǓ₳ ǲ ǢȒ
᷈ Ǳ ̝

̑
̀˲˗ǮǶǱǖ ѝ˗
☻Ҋ

ș͝Ǡ

ɔɪɶɱȷɆɶɝɱȮ

В
ȆȚǱǮ̸ȑʣǙȒ

ֻ
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【ステップ2】の５要素

1.多様な意見を歓迎する

2.他者を尊重する

3.他者の意見を傾聴する

4.他責発言をしない

5.立場に左右されない



ḱ ︡ Ḯךּ
︡ḭ ( ) ︡ לּ Ḯלּ

ḱ וֹפּ︡ ḭ ךּ כֿ
וֹ Ḯ

ḱ פּ ︡ḭ ṇ כֿ ḭ
כֿ קּ ︣Ḯ

ḱ ḭ ṇ
Ḯ צּ פּ

ḭ ṇ ךּ Ḯ

ḱ ︡ḭ ︡ ךּ ḭפּךּ צּ
︡ כֿךּ וֹ Ḯ

ḱṡ ︣ Ṣṡ Ṣ נּ Ḯ

他者を受け入れ、尊重する

ḱ ṇּצ ךּ כֿ Ḯ
ḭ ︡ כֿ

︣ Ḯ

ḱ ︡ צּוֹ צּ נּ כֿ צּ
ךּ לּ ḭ Ḯ

ḱ ḱ ︡ ḭ
Ḯלּ

︡ ḭשּ︣ אל
כֿ צּ קּ Ḯ

発言者の立場に左右されない他人事にしない

＜心がけている事例＞
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【ステップ２】本音で対話する ～本音で語り、多様な意見を受け入れる

「本音で共創」を実践しよう実践編

【ステップ2】の５要素

1.多様な意見を歓迎する

2.他者を尊重する

3.他者の意見を傾聴する

4.他責発言をしない

5.立場に左右されない



【ステップ３】本質を追求する ～多面的に検討し、本質的な新しい価値を見いだす

「本音で共創」を実践しよう実践編

「本質を追求する」の実践で大切にしているキーワード。

みんなの声を集めてみました！

ǚǚȔǝǞ
ͬ꜠

ȲɶɩȢɟɶȶ
В ƲɏɶɏȷƲ șВ
Ƽ Ǯ ƽǵ ♥ǵ ș ϑǠȒ
Ƽ̲ǵǦȈ ƽș₡ǲ ǏȒ

̑
ǲǱȒ

ɝɁȵɥɱ
ǉǔȐȈǱǋƲȋȑǔȒ

ר
Ʋḹș Ǟȇ

ǞǱȋǒǜ
ɨɶȾɶǮȉ
ѝǒȐǱǋǚǯǓǉȒǯ ȈȒ

ȿɡɪɱȶ
Ƕ ȅǱǋ

Ѽ͈ șȋȈȒ
ɵ ș

ד α ǞǱǋ

ɛȶɄȡɔȵɱȫɱȮ
ẌʴǲǱȒƲẺẛⱲ
ׄʣⱲƲ ӓ

ǤȓǪǭ ǵǦȈ
ȳȷɄɈɔɩ
ǵἧǰȉǲּצǡǒǞǖǱǋǒ

ẉ Ǳ
șⅎǙȒƲ ǵ

βЋǱ
̀ǵ ǶǱǋǵǒ ȑ▌ǖᾍ
ș ȈȒ Ḹș ǙǒǘȒ

ԍ ᶥₒ
Ⱳ

Ǳǣș ȑ Ǡ
꜠

̝ Ǳ͔Ι
Win- Winș Ȓ

͔Ιҍ
ʢ
Вҍ

MECEǮȿȥɁȭ
ɓɪɶɞɭɶȭǮ
ⱲǮȭɨɄȡȩɩȵɱȫɱȮ
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1.パーパスを意識する

2.本質を考える

3.異なった視点から見直す

4.挑戦から学ぶ

5.社会的な価値をめざす

6.本気でやりきる

【ステップ3】の６要素



1 パーパスを意識する チャレンジ事例

ḭ ךּ ︣ כֿ צּ ךּ
Ḯ
צּ כֿ ￼ḭ ḭ ṇ
וֹ ךּ ḭ ṇ ṇ

ךּ Ḯ נּ ḭ
ךּ Ḯ

チームの意義を確認

︡ ךּ ṇ ḭ ḭ ṇ
ṇ ḭנּ ṇ ︡
Ḯ

ゼロベースで見直し

「そもそも何のため？」と立ち戻る

ḭ צּ ︡ ךּ לּ קּ ḭ
ṡ ︡ ḴṢפּ ḭ וֹפּךּ
כֿ ︡ ךּ Ḯ
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【ステップ３】本質を追求する ～多面的に検討し、本質的な新しい価値を見いだす

「本音で共創」を実践しよう実践編



צּ ︡ ḭṡT Ṣ ךּ
ṡ לּ לּ ḴṢ ︣ Ḯ ￼ḭ צּ ךּ
ךּ ḭךּ Ḯ
︣ ḭ צּ ṇ ךּ ךּ︡ צּ שּ︣ Ḯ

︡ ךּ לּ ḭ צּ︡ Ḯ
ṡ Ḵ ḴṢ ︡ ḭ ︠︣ כֿקּ
וֹ כֿ צּ Ḯךּ

思い込みを取り払う

なぜ？を繰り返して本質にたどり着く

ḭ צּ ︡ ︣ לּ ︡ כֿ
ḭ ṡֿכ תּ︣ קּ לּ ḭ

בֿ ︣Ṣ Ḯּ︡︡פḭ פּ
ṡ ךּ ḭ ḭ ףּ ḭ
Ṣפּ ḭ Ḯ

ךּ ḭ ḭשּ ךּ
Ḯṡ ︣ Ṣפּ

שּ︡פּ￼ Ḯ

なぜそれをするのか、基本を忘れた失敗談

2 本質を考える チャレンジ事例
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【ステップ３】本質を追求する ～多面的に検討し、本質的な新しい価値を見いだす

「本音で共創」を実践しよう実践編



︡ ḭ שּ שּ לּךּ Ḯ
ḭּנּט ︣ כֿ צּ Ḯ

ḱ שּ ḭשּ ṡֿכ ḭ שּ ︣ לּ כֿ לּ ḴṢ ḭ
כֿ שּ ︣נּצּ לּ טּצּ ḭṡ ךּ

פּ צּ ḭ ךּ צּ קּ Ṣ Ḯ

ḱ ḭ¬︡ ︡ º ṡ פּ︡ קּ
פּ ḭ לּ ︡ ךּ פּךּךּצּ ḴṢ Ḯ

ṇ ṇ
ṕ6thinking hats Ṗ

כֿלּ ḭ ḭ ḭ
ḭ ḭ ḭ
שּ קּ ︣ לּ ︡ ךּ Ḯ

ḱ ︡ ךּ כֿ נּטּ ︡
︡ ḭ ךּ︡ קּטּ וֹפּ ךּ

כֿ ︡︡ ḭ Ṅ
פּ ︣ Ḯ

ḱ ḭ ḭ ￼
צּ כֿ Ḯ

会議は「説明」の場ではなく、「対話」の場

שּ ṇ צּ
3 פּךּ
︡ Ḯ

ḱ טּ 3 ṡ
Ṣḭ ṇ ṡ ḱ

Ṣ לּךּ טּצּ כֿ צּ Ḯ
3 וֹ ︡ ךּ ︡ ךּ ḭ

ṇ ḭצּ צּ צּ
טּ כֿ ךּ Ḯ
ḱ כֿ ṇ

צּ כֿ אל ︣
כֿ קּ Ḯ

思考の枠に気づく

3 異なった視点から見直す チャレンジ事例

頭を切り替え、

あえて6つの視点から見直す

30本音で共創する組織づくりへの挑戦 進化する実践BOOK

【ステップ３】本質を追求する ～多面的に検討し、本質的な新しい価値を見いだす

「本音で共創」を実践しよう実践編
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כֿ לּ פּךּשּ ךּ ḭṡקּ פּ ︡
Ḯךּ צּ נּ כֿ שּ ךּ ḭצּ כֿ וֹ
Ṣפּ ךּ וֹפּבֿ Ḯ

ḱ צּ נּ שּ לּ ḭ ךּ Ṅ
︡ ︡ לּ לּךּ צּ ḭ ךּ פּ פּ

לּ קּ Ḯ

ḱ שּ ḭ ︡ ḭ וֹ קּ נּ
שּ ḭ ךּ שּ לּ Ḯ ḭ ︠ שּ

צּ קּ לּ ḭ ︡ ךּ קּ︡ צּ נּ קּ Ḯ

טּצּ ḭ ךּ ︣ ḭṡּף ךּ
ךּ כֿ︣ צּ Ḯẍẍ ềề שּ
︢ềề ṇ ︡ ḭ ︡שּ ḭ ךּ ︡
טּ Ṣךּ כֿלּךּ ︡ Ḯ

ḱ ︡ ךּ פּ ṇ CC. ḭנּ
ךּ צּ לּ קּ ︡ ךּ פּ פּ לּ ︡ כֿ

ḭ צּ ︡ ךּ צּפּ קּ לּ ḭ
צּ נּ לּ Ḯ

皆の力を借りたチャレンジで、壁を乗り越える

ワンチームでいこう！

קּ פּ ךּךּ כֿ ︡ḭ
ṡ אל כֿ פּ טּ
￼נּ ḭ פּךּשּ פּ

נּ Ṣלּ לּךּ
︡ ךּ Ḯ

小さなことからでも、やってみる

実践から学び、進化する

ṡVUCAṕ ṇ Ṗ
פּ ḭ

Ṣךּ ṇ ︡ צּ ḭ
ṡ
פּ ︡ Ṣלּ ḭ
ṇ

︡ ךּ Ḯ

4 挑戦から学ぶ チャレンジ事例
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【ステップ３】本質を追求する ～多面的に検討し、本質的な新しい価値を見いだす

「本音で共創」を実践しよう実践編
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SNS ṇ ḭ
︡ ḭ ︣ ḭפּקּ צּ פּ נּ ṇ

Ḯ
ḭ וֹ ḭשּ
פּ ḱ נּ ︡ ךּ Ḯ

常に生活者が起点

ḭּף ︡ ךּ Ḯ ḭ
ךּ ḭּף נּ

נּ שּ ḭ ︡ שּ לּ
וֹ ךּ Ḯ קּ לּ ḭּף

טּצּ ḭ ︡ ךּ︣ ︢ Ḯ

お客様の声が判断基準

社会的な価値を考える

ḭSDGs ḭ נּ ḭ
נּךּ Ḯּ︡︡פḭ ḭ פּ ךּ
ḭ ︣ קּ ךּ Ḯ
ḭ ︡ ḭ ︡ ḭ Ṅּצ צּ קּ ḭפּ

︣ פּקּ ḭ ︡ ךּ Ḯ

5 社会的な価値をめざす チャレンジ事例
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【ステップ３】本質を追求する ～多面的に検討し、本質的な新しい価値を見いだす

「本音で共創」を実践しよう実践編



צּ ︡ ךּ︣ לּ ḭ ︡ ḭ
קּ ︣ ︡ ḭ ḭּך טּקּ

ךּטּךּ ︡ ṇ Ḯ צּ ךּ ḭ
︡ ךּ Ḯ

ḱ ṇ ḭ ṇ צּ ︣
לּטּ︡ כֿ פּ ṇ ︡ ךּ ḭ ︠︣

קּ ךּ Ḯ

ḱ צּ ︡ ךּ ḭ צּ ḭ
Ṅ צּ שּ Ḯ וֹ ￼ḭ
ṇ ︣ צּ Ṅ

שּ Ḯ

ḱ ︣ ṇ ︡ פּ אל ךּ Ḯ

メンバーが一丸となって本気で取り組む

まさにヒーブ協議会で「本音で共創」実践中！

全員が一丸となって課題解決に向けて、本気で取り組んでいる。

それが、このヒーブによる「実践BOOKづくり」です！

6 本気でやりきる チャレンジ事例
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【ステップ３】本質を追求する ～多面的に検討し、本質的な新しい価値を見いだす

「本音で共創」を実践しよう実践編
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実践編 まとめ

最終章「チャレンジ編」で

次の一歩を踏み出しましょう。

実践編では、ヒーブが日々の職場で行っている、ちょっとした工夫や

心がけ、心の持ち方、組織やチームの中での好事例や失敗事例

などなど・・・、等身大の事例をご紹介しました。

あなたが共感した事例や、すぐに取り入れられそうだと感じた事例

はありましたか？

「安心をつくる」「本音で対話する」「本質を追求する」ことは、

簡単に実現できません。

実践編に記載した取組事例から勇気とヒントを得て、あなた自身

の取り組みを積み重ねてください。

ヒーブの日々の工夫と失敗の事例から、ヒントは見つかりましたか？

最終章「チャレンジ編」では、自身はもちろん組織やチームと共に実践しやすくするために、

ヒーブの知見をもとにした「本音で共創ステップ チェックシート」をつくり、加えました。
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第3章 チャレンジ編

みんなで理解を深めよう！

やってみたい！を見つける

「本音で共創ステップ チェックシート」

「本音で共創」する組織・チームづくりに取り組むために

「本音で共創ステップ チェックシート」をつくりました。

多様性から新しい価値を生みだすために

自分自身はもちろん、組織やチームのメンバーとも一緒に

何ができるかをチェックしてみましょう。
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多様性から生まれる対話やチャレンジを応援します

やってみたい！を見つける「本音で共創ステップ チェックシート」チャレンジ編

多様性から新しい価値を生みだす

「本音で共創ステップ チェックシート」を活用してください。

さらに「本音で共創」ステップを組織・チームで実践しやすくするにはどうしたらよいかを考え、

「本音で共創ステップチェックシート」をつくりました。

このチェックシートは、チェックすることが目的ではなく、「多様性を大事にして新しい価値を生みだす

社会にしていこう」ということが目的です。

項目ごとの「できている」「できていない」に意識を向けるのでははなく、いろいろな「気づき」を得て

「やりたい・やってみたい！」を見つけましょう。周りの人や組織・チームで活用することで、多様性を大

事にした対話や応援の輪が広がります。「新しい価値を創る」チャレンジにつなげてください。



「本音で共創ステップチェックシート」の３つの特徴

ṡ Ṣ

ṡ ךּ︡ Ṣֿכ ︠︡ ễ ︣Ḯ

ḱ ṇ ︣ צּ ḭ

צּ ễ ︡ פּ קּ ︣ כֿ ︣Ḯ

כֿ ︡ נּ שּ

נּ נּ ךּ כֿלּ צּ ︣Ḯ
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【ステップ１】 安心をつくる

【ステップ２】 本音で対話する

【ステップ３】 本質を追求する

○「本音で共創」ステップ「第１章基本編」「第２章実践編」を理解したうえでチェックシートを使ってみることをお勧めします。

○「本音で共創ステップチェックシート」をチェックしてみてから、第１章・第２章を確認するという方法も有効です。

○チェックシートは周りの人たちに気軽に渡せるので、「本音で共創」する組織・チームづくりを一緒に進めるための

「初めの一歩」を踏み出す際にも活用できます。

ṇ ︣ ḭṡ Ṣṡ Ṣ ךּ ṡ Ṣ שּ ṕP40Ṗךּאל

ṇ ḭ ṡ Ṣקּ ṡ ḭ ︡ כֿךּ Ṣ קּ ṇ צּ ךּ ךּ ︣Ḯ
︢ כֿ כֿ︣ ḭ צּ ḭ קּ שּ︣ ︣Ḯ

【１】チェックシートの各ステップは、「本音で共創」ステップに対応しています

【２】各ステップごとに、”気づきを得る”ため「チェック項目」「例」を示しています

【３】チェック後の振り返りを大事にしています

「本音で共創ステップ チェックシート」～３つの特徴

やってみたい！を見つける「本音で共創ステップ チェックシート」チャレンジ編
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「本音で共創ステップ チェックシート」～３つの使い方&活用ポイント

「本音で共創ステップ チェックシート」は次のような３つの使い方があります。

自身や組織・チームの状況にあわせて使ってみましょう！実際に使った声も、活用のヒントにしてください。

実践を重ねる中で定期的にチェックを行うと

自らの変化に気づけます

ḱ ︡ ךּ כֿ ︡ Ḯלּ
ḱ קּ ḭ ḭ כֿךּ
קּ ︡ Ḯלּ

お互いの実践を応援することで楽しく

チャレンジを進められます

ḱּף ךּ קּ ︡ḭ ︡ ︡ Ḯלּ
ḱ ḭ ḭ כֿךּ

קּ ︡ Ḯלּ

やってみたい！を見つける「本音で共創ステップ チェックシート」チャレンジ編

定期的に自身の

振り返りの際に

活用する

自分のことを

周りの人に

チェックしてもら

うのも効果的

立場(役職・部署)が

異なる人と接する時

など折にふれ見直す

1 「自分自身で」チェックしてみる 2 「周りの人と共に」チェックして対話してみる

チェックシートをそのまま

渡して使ってもらうだけでも

気づきと対話につながる！

チェック項目を選

んで、それについて

対話するのも

GOOD！

仲間とチェックして

チームに広げる

作戦を相談する
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お互いを理解しあうことで、チームで応援しあいながら実践を進められます

やってみたい！を見つける「本音で共創ステップ チェックシート」チャレンジ編

事前にチェックしたうえで

手元に持ってワークショップに

参加してもらうと

時間が有効に使える！

3 「チームで」チェックシートを活用したワークショップを開いてみる

最後に改めて

「アクション宣言」を短く

言葉にして！

お互いに応援しあおう

という気持ちを

再確認できるとよいね！

ワークショップの最初に話しやすい

場をつくるのがポイント！

「Good＆New」

最近起きた良かったこと・

新しい発見を紹介しあうなどが

効果的

ḱṡ ךּ︡ Ṣ ṥ ễṦ ḭ ︡ שּ︣ ︣Ḯ
ḱ ṇ ṇ ףּ ךּ קּ ︡ צּ ḭ ךּ ︡ḭ ︡ ︡ Ḯלּ
ḱ ḭאל קּ ḭ ḭ כֿךּ קּ ︡ Ḯלּ

「本音で共創ステップ チェックシート」～３つの使い方&活用ポイント
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「本音で共創ステップ チェックシート」～活用の留意ポイント

やってみたい！を見つける「本音で共創ステップ チェックシート」チャレンジ編

「本音で共創ステップチェックシート」活用の留意ポイント

チェック結果を点数付けするものでも点数で判定するものでもありません。

気軽にチェックできるよう、「できている」「できていない」のシンプルなチェックにしています。

“気づきを得よう”という意識を持ちながらチェックしてみましょう。

チェックシートで“気づきを得よう”1

記載している「例」は、”例えば、こういうこと”を具体的に表わしています。

例示であり、「こうしなければならない」ということではありません。

具体的な「どういうことか」をイメージする際の助けにしてください。

また、実践しようと思ったときの参考にすることもできます。

“例えば、どういうこと？”とイメージして2

一緒に進化していきましょう！3
「本音で共創ステップ チェックシート」も進化します。

このチェックシートは完成版ではありません。

組織やチームでのチャレンジの具体的な好事例等をぜひ共有してください。

ともに進化していきましょう！

さあ、次ページからの「本音で共創ステップ チェックシート」で

チェックしてみながら気づきを得ましょう！

︡צּ ךּ︣
ṡ ṇ Ṣ
ṕ Ṗ שּ Ḯךּאל

https://heib.gr.jp/wp -
content/uploads/checksheet.xlsx

https://heib.gr.jp/wp-content/uploads/checksheet.xlsx


Step1 各ステップの要素 チェック項目 自己評価

1-

●相手を尊重する呼びかけや言葉遣いをする
例：呼び捨てにしない。「～をやっておけ」などの命令口調を使わない

●相手に失礼のない姿勢で話を聞く
例：腕組みやのけぞって座るなどの態度で話を聞かない

●相手のミスに対ししつこく問い詰めるなどしない

例：長時間説教をするようなことをしない

できている できていない

できている できていない

できている できていない

1-

●自分の感情をコントロールし、不機嫌な顔をしない
例：月曜の朝や、嫌なことがあった日なども不機嫌な顔をしないようにする

●発言者の話にうなずくなど同意や関心を示しながら聞く
例：発言者を見て話をきく。関心がないような表情や態度をしない

特にオンラインでは、笑顔やうなずきなどリアクションを大きめに

●笑顔を意識する
例：口角をあげてみる。口だけでなく目でも笑う。マスク着用時も笑顔が伝わるようにする

できている できていない

できている できていない

できている できていない

1-

●失敗したときに、原因をその人の性格・人格に紐づけない

例：×「だからあなたはダメなのよ」 「頭が悪いの？」 「少し考えれば分かるでしょう」

●人に対して先入観を持たない

例：× 「あの人はこういう人だから」 「若い人/年寄り/女性/男性はみんなこうだよね」

●人の良い面に目を向ける

できている できていない

できている できていない

できている できていない

1-

●指示に従っておけばよいというような発言をしない

例：×「口答えはしないように」 「言われたとおりに」 「余計なことはしないでおこう」

●会議などで反対意見などが出たとき不機嫌な態度や発言をいさめることをしない
例：「そういう観点だと違う見方もできますね」

●共感を示す話し方を意識する
例：「そうだね」 「なるほど」

できている できていない

できている できていない

できている できていない

1-

●雑談を大切にするなどメンバーとのコミュニケーションを図っている
例：｢最近どうですか？」 「困っていることはないですか？」など普段から積極的に話しかける

●感謝の気持ちを積極的に伝えている
例：｢対応ありがとうございます！」 「いつも良くしていただいて助かっています！」などと

直接お礼を言う。メールなどで伝える
●場の雰囲気が暗い、硬いときなどに、雰囲気を和らげる発言や行動をとる

例：みんなが黙ってしまっているときに、何かきっかけとなる発言をしてみる

できている できていない

できている できていない

できている できていない
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נּ לּ
︣

威圧的な態度をとらない

אל ḭ

︣

不機嫌な顔をしない

ḭ

︣

評価や否定をしない

ḭ

︣

同調圧力をかけない

צּ ︡ שּ לּ
שּ ︣

場を明るくする

本音で共創ステップ チェックシート 【ステップ１】 安心をつくる



Step2 各ステップの要素 チェック項目 自己評価

2-

●意見を求められた時は、ちょっとしたことでもいいので発言する
例：「〇〇さんの意見、なるほどと思いました」

●多様な意見がより良いアウトプットに繋がることを常に共有する
例：「いろんな角度から意見が出ると議論が深まりますね」

●異なる意見や場をひっくり返すような意見が出たときにも歓迎する
例：「なるほど、その視点は気づきませんでした。みなさんはどうですか？」

●意見を無理にまとめる空気になったときには、欠けている視点がないか立ち戻る
例：「欠けている視点がありそうな気がします。みなさんはどうですか？」

できている できていない

できている できていない

できている できていない

できている できていない

2-

●相手の気持ちを考える、相手の状況を思いやる

例：相手が心地良く、その人の強みを発揮できるように関わる

●一人ひとりの思いと、その人の背景にも関心を持ち敬意を払う

例：なぜそう思うのか、どうしてそうするのかを聞いてみる

●相手の生活者視点からの考えや問題意識を大事にする
例：「その考えってとても大切ですよね」

できている できていない

できている できていない

できている できていない

2-

●人の話を遮らない、最後まで聞く

●相手を理解したいという姿勢を見せる（身体だけでなく、心を向ける）
●相手の意見を傾聴し、理解に不安がある時は確認する

例：「こう理解しましたが、間違っていませんか？」

●意見が軽視されたり、話が遮られそうになっている場面に出くわしたら、意見を守る
例：「〇〇さんならではの意見だと感じました。別の場面でも活用できそうですね」

「〇〇さんの意見が途中でしたね。もう少し聞きたいので続けていただけますか」

できている できていない

できている できていない

できている できていない

できている できていない

2-

●担当に関わらず、自分事として考える

例：×「それは私の仕事じゃないから」 「自分には関係ないことなので」

●問題が起きたときに誰の責任か追及するよりも、まずどう解決するかを考えている

●アイデアを出した人が役割を押し付けられそうになっていたら空気をかえる声掛けをする
例：「みんなで取り組みましょう」 「困ったことがあったら声をかけてください」

●他人事として考える人がいたら、協力できることを考えるきっかけをつくる

例：「こんなところは私たちでも手伝えそうですね」 「私たちは何ができるでしょうか？」

できている できていない

できている できていない

できている できていない

できている できていない

2-

●相手の立場によって意見の受け止め方や対応を変えない

例：誰の発言であっても熱心に聞く。誰が言ったかではなく、何を言ったかが重要

●上司や権限のある人の発言に対しても、自分の意見が言える

例：「自分の意見なんて」と思う気持ちから一歩踏み出し発言してみる

●何も発言しない、発言しづらそうなメンバーがいたら声をかける

例：「今日はまだ○○さんの意見を聞けていないですが、ぜひ聞かせてください」

できている できていない

できている できていない

できている できていない
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￼צּ

וֹ

多様な意見を歓迎する

︡
ḭשּ
︡ ︣

他者を尊重する

ḱ ḱ ḭוֹ

שּ

他者の意見を傾聴する

צּ ךּ
￼ḭ
נּ

他責発言をしない

￼ḭ ︡
וֹ

立場に左右されない

本音で共創ステップ チェックシート 【ステップ２】 本音で対話する
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Step3 各ステップの要素 チェック項目 自己評価

3-

●組織・チームのパーパスや自分の仕事の目的を理解している

例：「パーパスは〇〇だ」と常に確認できる状態にしている

●組織・チームのパーパスを実現する行動を具体化している
例：「パーパスを実現するためには何をすればいいのか」まで落とし込んでいる

●パーパスからずれてきたと感じたら周りに再確認する
例：「そもそも私たちの目的って何だっけ？」

できている できていない

できている できていない

できている できていない

3-

●従来通りを当たり前とせず、必要に応じてゼロベースで見直している
例：「そもそもこのやり方って本当に正しいのかな？」

●手段と目的を混同せず、「なぜ？何のため？」を繰り返して本質にたどりつく
例：「この手段は何のため？」と自問自答したり、周りに投げかけたりしている

●組織・チームが固定観念にとらわれていないか確認する
例：「その前提って絶対かな？」と周囲へ投げかける。「そんなの常識だよ」と言わない

できている できていない

できている できていない

できている できていない

3-

●自分の中で多様な視点から考えて掛け合わせるなどしている

例：「今までの考え方と異なる考え方の良い点を引き出すにはどうしたらいいだろう？」

●組織・チームで意図して多様な視点から考えている

例：「違いはシナジーの源」 「他の人たちの視点も入れて考えよう」

●意見の衝突が起きても怖れずに、相乗効果を生み出すように取り組んでいる
例：「もっといい第３案を一緒につくろう」

できている できていない

できている できていない

できている できていない

3-

●自分の挑戦を促している、挑戦することを恐れない
例：「問題が起きても成長のチャンスだと考えよう」

●変化の激しい状況にも動きながら見直していく
例：「計画ありきではなく、状況に応じて対応していこう」

●挑戦からの学びを次の挑戦に繋げている
例：「この挑戦からの学びは何だろう？」「その学びを得た私たちの次の挑戦は？」

できている できていない

できている できていない

できている できていない

3-

●生活者視点・社会的視点を意識している
例：社会変化に応じて、「生活者は？社会課題は？」と常にアンテナをたてて行動している

●長期的視点を大切にしている
例：「子どもたちの未来にとってどうだろう？」

●生活者、企業、社会の共創価値を追求している

例：「生活者と共に新しい価値を創り社会を良くしていくにはどうしたらいいだろう？」

できている できていない

できている できていない

できている できていない

3-

●ミッションをやりきる強い意志を持っている

例：「これをやりきることの私たちにとっての意味は〇〇」と言語化している
●メンバーが一丸となって本気で取り組む工夫をしている

例：「困っている仲間がいれば、お互い力になろう」

●ゴールイメージや達成したときの喜びを共有して進めている

例：「これをやりきったら、こんないいことが起こるね」

できている できていない

できている できていない

できている できていない

︡
וֹ

パーパスを意識する

本質を考える

ךּ ︡

פּ

︡
︣

異なった視点から見直す

ךּ
פּ ︡ לּ
לּךּ

挑戦から学ぶ

ḱ
ḭ

ךּ︡ בֿ

社会的な価値をめざす

כֿ
ḭ ךּ
שּ שּ קּ

本気でやりきる

本音で共創ステップ チェックシート 【ステップ３】 本質を追求する
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「本音で共創ステップ チェックシート」のチェックが終ったら

１.気がついたことや学び、課題だと感じたことなどはありますか？

２.本音で共創していくために、今後取り組みたいこと、挑戦したいことなどはありますか？

気づきや学びを記録しておきましょう。また、組織やチームでも話しあってみましょう！



私たちヒーブは、新しい価値創造に向けて

日々実践の中で失敗と成功を繰り返し、新たな気づきを得て前に進んでいます。

「進化する実践BOOK」という名前の通り

本「BOOK」は2022年3月の「＃１」発行以降も進化を続け

2023年3月には「本音で共創ステップ チェックシート」を加え

より実践的に活用できる「＃２」が完成しました。

新しい価値創造に向けた取り組みには、役職や立場は関係なく、終わりもありません。

皆様の挑戦も、私たちヒーブにぜひ教えてください。

ご一緒に、未来に向けて進化を続けていきたいと思います。

エピローグ
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2020年から「ヒーブInnovationシリーズ」として

斉藤徹先生（P50に紹介）とともに「幸せ視点の経営学」エッセンスを学びました。

自分事での実践は、BOOK制作という大きなきっかけになりました。

斉藤先生には特別な感謝をお伝えしたいと思います。

そしてグラレコ の力で私たちをサポートいただいた本園大介さんにも

ありがとうの気持ちでいっぱいです。

12

Special Thanks



46本音で共創する組織づくりへの挑戦 進化する実践BOOK

「進化する実践BOOK#2」やヒーブに関しても、日本ヒーブ協議会事務局へお問い合せください。

一般社団法人 日本ヒーブ協議会 事務局

〒151-0053 東京都渋谷区代々木2-30-4 C-002

メールアドレス:heib-jimukyoku@heib.gr.jp

電話:03-6869-0428

＃１発行日：2022年3月31日

＃２発行日：2023年3月31日

皆様の挑戦も、私たちヒーブに

ぜひ教えてください。

進化する実践BOOK #２



本内容のバックデータやエビデンス、

参考資料を掲載します。

日本ヒーブ協議会と、

めざしている「北極星」についても紹介します。
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ẁ7 MECEṕ Ṗ

MECE Mutually ṕ ṖExclusiveṕ Ṗ Collectively ṕ Ṗ Exhaustive   

ṕ Ṗ

ẁ8  ở

Ḵ Ḳ Ḵ

Ḵ Ḳ Ḵ

Ḵ Ḳ Ḵ

2016

ẁ9

F

Ệ

ẁ10 ṕ6 thinking hats ֪

Ỉ

ṕ Ṗ

ẁ11 VUCAṕ Ṗ
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ể
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■もっと学びたいあなたに～斉藤徹先生関連情報

ヒーブは2020年から「ヒーブ Innovation シリーズ」として、斉藤徹先生と共に「幸せ視点の経営学」エッセンスを学び
自分事で実践。そのことがこのBOOKスタートへの大きなきっかけになりました。さらに進化を続ける斉藤先生の書籍

や発信情報も、ぜひご覧ください。

【斉藤徹先生プロフィール】

ビジネス・ブレークスルー大学経営学部教授

株式会社ループス・コミュニケーションズ代表取締役

専門分野はイノベーションと組織論。

30年近い起業家経験をいかし、Z世代の若者たち

とともに、実践的な学びの場、幸せ視点の経営学

を広めている。

＊斉藤徹 のプロフィール・ページ

https://hint-academy.com/founder/

【著書】

だから僕たちは、

組織を変えていける
～やる気に満ちた「やさしいチーム」のつくりかた
(出版社：クロスメディア・パブリッシング)

＊リンク

だから僕たちは、組織を変えていける

＊『だから僕たちは、組織を変えていける』

公式サイト

https://dakaboku.jp/

【オンラインスクール】

幸せ視点の経営を学ぶ、革新的なオンラインスクール

「hint ゼミ」
＊『hintゼミ』 公式サイト

https://hint-academy.com/

データ編
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【著書】

だから僕たちは、

組織を変えていける
～ワークブック
(出版社：クロスメディア・パブリッシング)

＊リンク

だから僕たちは、組織を変えていける

ワークブック

https://hint-academy.com/founder/
https://www.amazon.co.jp/%E3%81%A0%E3%81%8B%E3%82%89%E5%83%95%E3%81%9F%E3%81%A1%E3%81%AF%E3%80%81%E7%B5%84%E7%B9%94%E3%82%92%E5%A4%89%E3%81%88%E3%81%A6%E3%81%84%E3%81%91%E3%82%8B-%E3%83%BC%E3%82%84%E3%82%8B%E6%B0%97%E3%81%AB%E6%BA%80%E3%81%A1%E3%81%9F%E3%80%8C%E3%82%84%E3%81%95%E3%81%97%E3%81%84%E3%83%81%E3%83%BC%E3%83%A0%E3%80%8D%E3%81%AE%E3%81%A4%E3%81%8F%E3%82%8A%E3%81%8B%E3%81%9F-%E6%96%89%E8%97%A4-%E5%BE%B9/dp/4295406252
https://dakaboku.jp/
https://hint-academy.com/
https://www.amazon.co.jp/%E3%81%A0%E3%81%8B%E3%82%89%E5%83%95%E3%81%9F%E3%81%A1%E3%81%AF%E3%80%81%E7%B5%84%E7%B9%94%E3%82%92%E5%A4%89%E3%81%88%E3%81%A6%E3%81%84%E3%81%91%E3%82%8B-%E3%83%AF%E3%83%BC%E3%82%AF%E3%83%96%E3%83%83%E3%82%AF-%E6%96%89%E8%97%A4%E5%BE%B9/dp/4295407763?keywords=%E3%81%A0%E3%81%8B%E3%81%BC%E3%81%8F%E3%83%AF%E3%83%BC%E3%82%AF%E3%83%96%E3%83%83%E3%82%AF&qid=1669655970&qu=eyJxc2MiOiIwLjAwIiwicXNhIjoiMC4wMCIsInFzcCI6IjAuMDAifQ%3D%3D&sprefix=%E3%81%A0%E3%81%8B%E3%81%BC%E3%81%8F,aps,191&sr=8-1&linkCode=sl1&tag=tsoffice-22&linkId=6f8689a5713b517152a566879aecbe6c&language=ja_JP&ref_=as_li_ss_tl
https://www.amazon.co.jp/%E3%81%A0%E3%81%8B%E3%82%89%E5%83%95%E3%81%9F%E3%81%A1%E3%81%AF%E3%80%81%E7%B5%84%E7%B9%94%E3%82%92%E5%A4%89%E3%81%88%E3%81%A6%E3%81%84%E3%81%91%E3%82%8B-%E3%83%AF%E3%83%BC%E3%82%AF%E3%83%96%E3%83%83%E3%82%AF-%E6%96%89%E8%97%A4%E5%BE%B9/dp/4295407763?keywords=%E3%81%A0%E3%81%8B%E3%81%BC%E3%81%8F%E3%83%AF%E3%83%BC%E3%82%AF%E3%83%96%E3%83%83%E3%82%AF&qid=1669655970&qu=eyJxc2MiOiIwLjAwIiwicXNhIjoiMC4wMCIsInFzcCI6IjAuMDAifQ%3D%3D&sprefix=%E3%81%A0%E3%81%8B%E3%81%BC%E3%81%8F,aps,191&sr=8-1&linkCode=sl1&tag=tsoffice-22&linkId=6f8689a5713b517152a566879aecbe6c&language=ja_JP&ref_=as_li_ss_tl


心理的安全性のつくりかた（著者：石井遼介／出版社：日本能率協会マネジメントセンター）

恐れのない組織 「心理的安全性」が学習・イノベーション・成長をもたらす

（著者：エイミー・C・エドモンドソン, 村瀬俊朗他／出版社:英治出版）

問いのデザイン 創造的対話のファシリテーション

（著者：安斎勇樹、塩瀬隆之／出版社：学芸出版社）

■もっと学びたいあなたに～その他おススメの本

■もっと学びたいあなたに～本園大介さんのグラレコ関連情報

【著書】

その場で「聞く・まとめる・描く」グラレコの基本
(出版社：日本実業出版社)

＊リンク

その場で「聞く・まとめる・描く」グラレコの基本

データ編
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https://www.amazon.co.jp/%E5%BF%83%E7%90%86%E7%9A%84%E5%AE%89%E5%85%A8%E6%80%A7%E3%81%AE%E3%81%A4%E3%81%8F%E3%82%8A%E3%81%8B%E3%81%9F-%E7%9F%B3%E4%BA%95-%E9%81%BC%E4%BB%8B/dp/4820728245/ref=sr_1_1?__mk_ja_JP=%E3%82%AB%E3%82%BF%E3%82%AB%E3%83%8A&crid=1O1SNMMM708NO&keywords=%E5%BF%83%E7%90%86%E7%9A%84%E5%AE%89%E5%85%A8%E6%80%A7%E3%81%AE%E3%81%A4%E3%81%8F%E3%82%8A%E6%96%B9&qid=1647337926&s=books&sprefix=%E5%BF%83%E7%90%86%E7%9A%84%E5%AE%89%E5%85%A8%E6%80%A7%E3%81%AE%E3%81%A4%E3%81%8F%E3%82%8A%E6%96%B9,stripbooks,191&sr=1-1
https://www.amazon.co.jp/%E6%81%90%E3%82%8C%E3%81%AE%E3%81%AA%E3%81%84%E7%B5%84%E7%B9%94%E2%80%95%E2%80%95%E3%80%8C%E5%BF%83%E7%90%86%E7%9A%84%E5%AE%89%E5%85%A8%E6%80%A7%E3%80%8D%E3%81%8C%E5%AD%A6%E7%BF%92%E3%83%BB%E3%82%A4%E3%83%8E%E3%83%99%E3%83%BC%E3%82%B7%E3%83%A7%E3%83%B3%E3%83%BB%E6%88%90%E9%95%B7%E3%82%92%E3%82%82%E3%81%9F%E3%82%89%E3%81%99-%E3%82%A8%E3%82%A4%E3%83%9F%E3%83%BC%E3%83%BBC%E3%83%BB%E3%82%A8%E3%83%89%E3%83%A2%E3%83%B3%E3%83%89%E3%82%BD%E3%83%B3/dp/4862762883/ref=sr_1_2_sspa?__mk_ja_JP=%E3%82%AB%E3%82%BF%E3%82%AB%E3%83%8A&crid=2CSF0K3EWMZUF&keywords=%E5%BF%83%E7%90%86%E7%9A%84%E5%AE%89%E5%85%A8%E6%80%A7&qid=1647338035&s=books&sprefix=%E5%BF%83%E7%90%86%E7%9A%84%E5%AE%89%E5%85%A8%E6%80%A7,stripbooks,216&sr=1-2-spons&psc=1&spLa=ZW5jcnlwdGVkUXVhbGlmaWVyPUFWTVg5UUhHQkZSWVomZW5jcnlwdGVkSWQ9QTAwNTA1MDJZQjFOMFg1RFQ0S0UmZW5jcnlwdGVkQWRJZD1BMUNFRjZOTEcxWVAyVCZ3aWRnZXROYW1lPXNwX2F0ZiZhY3Rpb249Y2xpY2tSZWRpcmVjdCZkb05vdExvZ0NsaWNrPXRydWU=
https://www.amazon.co.jp/%E5%95%8F%E3%81%84%E3%81%AE%E3%83%87%E3%82%B6%E3%82%A4%E3%83%B3-%E5%89%B5%E9%80%A0%E7%9A%84%E5%AF%BE%E8%A9%B1%E3%81%AE%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%B7%E3%83%AA%E3%83%86%E3%83%BC%E3%82%B7%E3%83%A7%E3%83%B3-%E5%AE%89%E6%96%8E-%E5%8B%87%E6%A8%B9/dp/4761527439/ref=sr_1_1?__mk_ja_JP=%E3%82%AB%E3%82%BF%E3%82%AB%E3%83%8A&crid=2L1SZ5L1II822&keywords=%E5%95%8F%E3%81%84%E3%81%AE%E3%83%87%E3%82%B6%E3%82%A4%E3%83%B3&qid=1647340449&s=books&sprefix=%E5%95%8F%E3%81%84%E3%81%AE%E3%83%87%E3%82%B6%E3%82%A4%E3%83%B3,stripbooks,277&sr=1-1
https://www.amazon.co.jp/%E3%81%9D%E3%81%AE%E5%A0%B4%E3%81%A7%E3%80%8C%E8%81%9E%E3%81%8F%E3%83%BB%E3%81%BE%E3%81%A8%E3%82%81%E3%82%8B%E3%83%BB%E6%8F%8F%E3%81%8F%E3%80%8D-%E3%82%B0%E3%83%A9%E3%83%AC%E3%82%B3%E3%81%AE%E5%9F%BA%E6%9C%AC-%E6%9C%AC%E5%9C%92-%E5%A4%A7%E4%BB%8B/dp/4534058748
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「進化する実践BOOK」は「調査・生活者関連情報分科会」メンバーを中心に、

日本ヒーブ協議会会員全員が実践例や知見を持ち寄りながら制作を進めました。

■ 2022年度 第44期 「調査・生活者関連情報分科会」メンバー

ṕ Ṗḭ אלטּ ṕ Ṗ
ṕ Ṗḭ פּ ṕ Ṗḭ ṕ ṇ Ṗ
ṕ פּ Ṗḭ ṕ Ṗḭ ṕ Ṗ

ṕ Ṗḭ ṕ Ṗḭ ṕ ṇ ẑṖ

■ 2021年度 第43期 「調査・生活者関連情報分科会」メンバー

ṕ ẑṖḭ ṕ MIZKAN PARTNERSṖ
ṕ Ṗḭ אלטּ ṕ Ṗ
ṕ Ṗḭ ṕ Ṗḭ פּ ṕ Ṗ

ṕ Ṗḭ ṕ ṇ Ṗḭ ṕ Ṗ
ṕ Ṗḭ ṕ Ṗ
ṕ Ṗḭ ṕ Ṗ

ṕ Ṗḭ ṕ ṇ ẑṖ

ẁ ḱ ṇ ṇḲ

ẁ ︣ BOOK #1 #Ễ Ḳ
ẁ ︣ BOOK #1 #Ễ Ḳ

進化する実践BOOK 分科会メンバー紹介

ẁ 50



ヒーブの根幹は、「生活者視点」をビジネスで実践することです。

ヒーブは、40年以上変わらず、企業人軸と生活者軸をあわせ持つことを強みに、生活者と企業

の双方を理解し、新しい価値を生みだしてきました。

私たちの役割は

「①生活者と新しい価値を共に創る」ために、まず「②進化する幸せ組織の起点となる」

日本ヒーブ協議会は、ヒーブが各組織でこの２つの役割の力を発揮できるよう、

実践力強化＆発信という役割を果たしています。

ẁ
http://www.heib.gr.jp/

40 ṇ צּ ךּ 10 ḭ
︡ כֿ ךּ ︣Ḯṡ צּ

Ṣṡ ¬ צּ וֹ ºṢ ḭ
ṡ ךּ︡ Ṣ
︣ ṇ Next Stage Ḯ

ṕHEIBṖ Home 
Economist in Business ṕ

Ṗ

1923

1970

HEIB

1978

ヒーブとは

about us ヒーブ視点で新たな価値を創造する
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ヒーブがめざす北極星
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